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JECグループについて
JECグループは、メディア、イベント、イノベーションにフォーカスを当て、複合材料産業

ならびに、様々なセクターでの応用における発展を育成することを目的とした団体です。

1960年代に設立され、複合材料産業の主要なステークホルダーにより所有・運営されているJEC
は、複合材料業界のために、完全な形でかつ全面的に取り組んでいます。

JECグループは、非営利団体として、その収益を自らのミッションやサービスに再投資して

います。主に次に通りです。

■ JECワールド：毎年パリで開催される複合材料産業をけん引する見本市を主催

■ JECコンポジット・マガジン：複合材料に関する重要な国際誌を発行

■ JEC TV＆ソーシャル・ネットワーク：業界に活気をもたらすNO1.デジタル・コミュニティ

「the jeccomposites.com」

■ JECイノベーション・アワード＆JECスタートアップ・ブースター：

イノベーションを促進させる目的で設立

JECは複合材料と世界を結びます



The JEC Observer ザ・ジェック・オブザーバー
複合材料業界の年次観測誌として、以下を提供：

- グローバル、地域別、加工別の年間市場データ（数量／金額）

- 市場動向の5年予測（地域別、用途別）

- 業界に影響を与える主要な複合材料応用分野のトレンド

JECにより年１回発行され、制作はEstin & Co.が担当

以下のリンクより入手可能 :

https://www.jeccomposites.com/product/jec-observer-current-trends-in-the-global-composites-industry-2021-2026/

http://www.jeccomposites.com/product/jec-observer-current-trends-in-the-global-composites-industry-2021-2026/


Estin & Co社について

1997年設立

戦略コンサルティングに特化

欧州の企業の取締役会、CEO、シニア・エグゼクティブ並びに北米、アジアの企業、プライ
ベート投資ファンドのマネージャーを支援

成長戦略や価値創造にフォーカス

業界の洞察、分析、モデリングに基づく多数の提案

パリ、ロンドン、チューリッヒ、ニューヨーク、上海にオフィスを展開

複合材料、エネルギー、自動車、航空宇宙、鉄道、その他の輸送手段、建設・不動産、電子・
ハイテク機器、消費財、レジャー・スポーツ機器における長い経験

JECとの長期的な協力関係
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世界市場データ : カギとなる数字

■ 2020年に例外的に減少したが、2021年には8％の量的成長を記録し、業界はすでに
コロナ流行前の数量を上回っている。

■ 1200万トン、370億米ドル相当の複合材料が、複合部品メーカーに供給された。

■ メーカーは1000億米ドル以上の部品やコンポーネントを生産し、15以上の応用部門
に供給している。

■ 中国と米国が数量、金額ともに主要な市場となっている。



2020年の減退後、2021年には世界の複合材料産業は回復の兆し



複合材料部品を製造するために消費される複合材料素材と、
複合材料部品の段階で数量化される複合材市場



30%30%

2021年、推定1200万トン、370億米ドル相当の複合材料が、複合部品メーカーに供給された



アジアの複合材市場は世界レベルで最も大きな市場
アメリカとEMEA（ヨーロッパ・中東・アフリカ）はアジアに比べ、より付加価値の高い市場



2021年以降、複合素材市場は長期にわたり拡大が続く傾向
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Penetration of composites vary greatly across key application sectors

DATA from JEC Observer 2022

主な応用セクターによって大きく異なる複合材料の浸透



繊維の強化タイプ別市場内訳（数量ベース）
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include Aerospace, Energy (wind turbines), Consumer goods (high-performance goods such as snowboards, sailing clothes, protective gloves and helmets) and Automotive ; (3) 
Linen fibre, grass fibre, wood fibre, omitting wood plastic composites ; (4) Price index of Glass fiber as 1.
Sources: Lucintel, interviews, Estin & Co analyses and estimates

Market breakdown by fibre type

(in volume)



熱可塑性プラスチックは1980年代にシェアを拡大し始め、2015年まで急速に拡大した。
今後の展開次第では、シェアは安定する予測

(1) Main applications include automotive, aerospace, … ; (2) High flexibility, light-weighting, environmental tolerance, lower cost, recyclability ; (3) Price index of thermoplastics as 1 
Sources: Lucintel, Interviews, Estin & Co analyses and estimates
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複合材料応用分野別、主な将来動向の予想サマリー



DATA from JEC Observer 2022

2021年、複合材料の応用分野には、コロナ危機から回復したものもあるが、
航空宇宙分野と輸送分野はまだ回復を果たしていない。



DATA from JEC Observer 2022

複合材料応用分野別、主な将来動向の予想サマリー



航空宇宙産業



航空宇宙市場:

HEXCEL @JEC World 2022

GKN AEROSPACE
@JEC World 2022



航空宇宙産業における混乱:
コロナパンデミックの前から始まった危機、現在、回復の兆しを見せる



航空宇宙産業における混乱:
■ 2050年までのクライメイト・ニュートラル（気候中立）目標、

2030年頃に最初の実証機を設置

© AIRBUS & Clean Aviation



翼 /胴体の改良
Airbus “Wings of tomorrow” (WOT)はGKNエアロ
スペース、Daher、Spirit、FACCなど、多数の大手
サプライヤーから100以上の新技術が提供される多国
籍プログラム。

© Airbus WoT wing cover, manufactured at NCC UK
© NASA

ボーイング : 複合材の翼で10%の燃費向上を
実現したB777プログラムから、将来の遷音速
支柱付き主翼機（TTBW)の研究を実施



新しいエンジン:

ULTRAFAN BLADE DEMONST. 
HEXCEL @JEC World 2022



複合材料の新たな領域:



スーパーソニック（超音速）への回帰:

© Boom Supersonic



アーバン・エア・モビリティ(UAM)：都市型航空交通

2024年までにパリ・シンガポール間、ボロコプタ社、初商業飛行実施予定
© Volocopter



宇宙航空:新しいロケットと宇宙船

NASAスペース・ローンチ・システム(SLS) ロケット
と宇宙船オリオン

2022年11月16日

@NASA / Joel Kowsky

IFS社 -インターフェイス構造のアリアン6
@Airbus



アーバン・エア・モビリティ(UAM)：都市型航空交通

VERTICAL AEROSPACE VX4 AAM 
SOLVAY @JEC World 2022

TORAY @JEC World 2022



COBRA @JEC World 2022Kcarbon / Hankuk Carbon @JEC KOREA 
2021

無人航空機 (UAV)

BIONTEC / COBRA @JEC World 2022KCarbon / HANKUK Carbon @JEC Korea 2021



貨物用ドローン(UAV)

© EIRECOMPOSITES / MANNA

ÉireComposites社CEO、創始者のトーマス・フラナガン氏は、「ホットフード、薬局、食料品
を対象にした近距離デリバリー市場は、参入に値する市場で、全世界で8,950億ユーロ規模」と
述べた

© DRONAMICS Black Swan



航空宇宙: カギとなるトピックと重要点

■ 持続的飛行実験プログラム（エアバス、ボーイング）
■ 新しいエンジンの開発（CFMs, RR）

■ 新しい複合材料を使用した翼の概念（WOT, TTBW）

■ 近い将来に利用可能なSAFと水素燃料

■ 完全複合素材使用のエンジンブレードによるハイブリッド・リージョナル
航空機

■ 高速製造・検査のための自動化・工業化



交通機関



自動車市場

FAURECIA @JEC World 2022



自動車市場

© BMW Group Dingolfing plant

EOP BMWi3 > SOP BMWiX
From CFPR Monocoque body 
to the « carbon cage »



日本では、現段階では電気自動車販売割合は少ないが、強い成長が見込める分野である (2016-2027)
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自動車トレンド: エレクトロ・モビリティ
カバー / トレー / 住宅用バッテリー /シーリング /保護

SGL Carbon@JEC World 2022

© EVONIK

Faurecia@JEC World 2022



水素自動車の生産は、今後10年間で増加すると予想



水素自動車：複合材料が不可欠

複合材料=

Source & © JEC Observer 2021

タンク質量の84%

材料費の89%

Source Plastic Omnium



質量と材料回収の最適化

© Cikoni Gmbh

© NCC UK



モビリティ :電気と水素による動力

HANWHA @JEC World 2022



多様な車輛に搭載された水素電池とタンク

自動車 (chassis) 

トラック (vertical)

バス(roof)

Plastic Omnium 

@ IAA 2021



大型車両の水素電池とタンク

Plug & Drive H2 storage system

by VOITH at the 2022 IAA Transportation

«プラグ＆ドライブH2ストレージシステム

は、主に大型商用車や建設車両など、バッ
テリー電気コンセプトの使用が経済的・技
術的に意味をなさない用途向けに設計され
ている。また、Voithは（製品）はライフサ

イクル全体を通じて、持続可能でリサイク
ル可能であることを保証。»

VOITH Turbo Mobility @IAA 2022



鉄道における水素燃料の開発

The ALSTOM Coradia iLint™は水素燃料電池を
動力とする世界初の乗客用列車



韓国のロードマップ: グローバル水素エコシステム

H2KOREA presentation 

@ JEC KOREA 2021



交通機関: カギとなるトピックと重要点

■ 軽量化がEV開発で再び盛り上りを見せる

■ EV電池メーカーが注目する耐火性・断熱性

■ 水素は全ての場所で、あらゆる自動車に対応
■ 複合材料のホイールの成長
■ リサイクル可能な素材とバイオ素材がOEMの需要にマッチ

■ ハイブリッド・マルチマテリアル・ソリューションと高速生産が新市場を
開拓



エネルギー



風力発電の拡大:



日本では、風力発電が発電量に占める割合はまだ少ないが、年間5〜10％の割合で成長している。

Sources : BP Statistical review of world energy, Estin & Co analysis and estimates
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トレンドは複合材料の需要を高めると同時に課題も生む
-風力タービンの大型化・長尺化
-過酷な条件下での洋上設置
-既存タービンを置き換えるリパワーリング
-複合材の別の目的での再利用(repurposing)、再活用(reuse)、リサイクル

©source WindEurope 2021

風力発電の拡大:



海上巨大タービンの時代

複合材の強度と軽量性が可能にする
海上設備や海上タービンの開発によ
る市場の成長がもたらすWin-Winの
シナリオ

©WindEurope



2025年までの欧州埋立禁止令による3R目標:
風力発電産業は、2025年までに風力タービン・ブレードの廃棄をヨーロッパ全域で禁止する
よう求めている。これは、産業界が廃棄されるブレードの100％を再利用、リサイクル、回収
に責任を持つことを意味する。この埋立禁止は、複合材料の持続可能なリサイクル技術の開
発を加速させるだろう。Source: WindEurope position paper 2021

Zebra Consortium : IRT Jules Verne, Arkema, CANOE, ENGIE, LM Wind Power, Owens Corning and Suez



業界のNO1.トピック



サステナビリティ




